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査一日

V木
中
島
徹
雄
若
「
現
代
中
国
論

務者は最
近、
二、
三年来、
『
思

想』、
『
唯
物
的
研
究』、
『エ
コ
ノz、

ス
ト』
な
ど
に、
小ソ
愉
勺お
よ
び
そ

れ
と
の
間
辿に
お
け
る
現
代
中
間
の
政

治
思
知に
附
す
る
論
文
を
批判
災
し
て
き

た
が、

本刊は
「
小ソ
附
Arと
い
う
今

日
もっ
と
もア
ク
チ払
ア
ル
な
代
的
m

m
を前一視
す
る
な
か
で、
現
代小川
の

政
治
的・
イ
デ
オロ
ギ
ー
的
状
況と
そ

ヲUl九比一〆
LJJH
J、
H比hL
hr
川叶つ
UTへB

64ぺl，idaJ71もv，‘
1JJ10
flu－，sf

討
を
試
み
よ
3と
す
る」
立凶
の
もと

に
刊
さ
下
し
た
川弘
代
小
川の
政
治
山
初

ー
；
：
’じtJtt
iff7
’
i

に
カ
A
寸，
芹U
判
中Nげ
M
汎16
t
出7一

、
ソ
h
h，H
H．ヒ
じし
C
ュ
米、
H

z、，，符川〆
JJUUFヅaι
d』

木で
も
き
わ
め
て
多
くの
論
文が
勾
引火

さ
れ
て
合
・に
が、
帆川
市r
が
と
く
に
小
川

に
と
っ
て
どの
よ
う
た

也味
な
も
つ
か

を、

総
合
的
た
山H
料
の
ぬ
川
と
い
う
廿川

被
的作引似
た絞て、
ま
と
ま
っ
たM
で

論
じ
た
む
の
が
は
と
ん
と
た
か
っ
た
批

状に
お
ト
て、
小小ーが
あ
ゐ一
円必の
川

f汗

る
こ
と
が
不
可
能に
な守
た
と
述
べ

る 。附山凶立「『百花．早川放・百家山中嶋』

迎
励
と
反
右
派
附
小」
は、
従
米
十
分

な
仰川
明が
な
さ
れ
て
い
な
かっ
た
川
叩

で
あ
る
が、
読
者は
「百
花．品川放・百

家
め・鴨」
巡
助
か
ら
反
お
派削
小に転

じ
た
過
むの
分
析
な
経て、
小
同に
は

「
人
民
内
部の
白
山」
す
な
わ
ち
社
会

主
義
的
自由の
行つ
法
拡
が
な
い
た

め、
「
百
花
行
放・
百円森
小
川川」
辺
助

が
党
批
判と
し
て
激
発
す
る
と
「
人
民

内
部の
批
判」
は
悶
家
椛
力へ
の
挑
戦

と
み
な
さ
れ
て
駅
遂
さ
れ
て
いっ
た
と

見
る。

m．
h
な
「
転
換
期
小
間
の
政
治

過
程」
で
は、
五
八
年の
「
大
凶
巡」

期に
焦
点
を
れい
て、
「
穏
歩
前
進」
か

ら
「
大
脳
逃」
へ
の
松
換の
内
的．製
悶

を、
設業生産の附wm的傾向
の
ほ
か

に、
①
向
山岡・
倣
淑
石
事
件、
mw
胡
瓜

郁
件、
＠
山以
常市
総
聞
化し
た
がっ
て
社

会
主
殺
述
設の
以
本
方
針
をめ
ぐる
党

内
対
立、
に
あっ
た
と
し、
さ
ら
に

「
大
蹴
逃」、
人
民
公
社の
挫
折が
対ソ

批
判
を
強め
る
紡
川町と
なっ
た
と
さ
れ

る。
m－一一
部
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
現代
的

条
件と
中
田」
は、
中ソ
mM
φと
直
後

閃
述の
あ
る、
中
間
共
区
党の
主裂
な

傾
向
を
批
判
検
討し
た
もの
で
あ
る。
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評
WMM
K附mm」

凶恕撚
の上に立っ
て新し
い
中間約

を
提起し
た
こ
と
は、
理
愉
桃
山肌の
法

慌に
あ
る
初
期引の
視
点
が
妥
当
な
もの

で
め
る
か
ど
うか
は
別と
し
て、
今
後

の
活
淡な
論
取
を
生
むこ
れ
を
投じ
た

もの
と
し
て
m
uに
似し
よ
う。

本
山川け
の
川
氏
以
二一
郎
か
戸川
氏
り、

加

一
郎
「現
代
小川川の
イ
デ
オ
ロ
ギー」

で
は、
ま
ず・仔
お
に
お
い
て、
今
日山山

小
川
は、
小
川
H小〈叩
の
勝
利
の
υm
M
K

川
定
化し、
絶
刈
化
ずる
こ
と
な
．裂
求

し
始
め
て
お
り
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
川以

前
に
よ
っ
て
川U
U
の
炉
品川
川凶
作
汁．
し、

マ
ル
ク
久
主
般
の
本
米
的士
山内
は
完
全

に
ル八
わ
μ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で、
こ

れ
合
凶
似
寸
ゐ
こ
と
が
必
．川別
で
あ
る、

と
す
ふ
以
氷
川
川町山一
が
及
川ん
さ
れ、

「
わ
が
川に
川
市の
対
小
川シ
ンパ
シ

！
と
ピコ
作
什刊
w－山川wm
Wモ
メ
ン

1
j
JI

jー

ト
桁
肌
介
し「・
小
川
命
日比ょ
う
と
す
ゐ

泊
念」
は
必～
ιー
さ
れ
ね
ば
たら
ない、

第
六
点以
「
巾
ソ
紛
争
と
中
間
」

で
は、

著者
は、
中
国が
「－
見、
革命
的言

討
を
訴
し
な
が
ら、
マ
ル
ク
ス
主
殺
を

侃狭
な
ナ
シu
ナ
リ
ズ
ム
と
セ
ク
ト
的

教
条の
病
迎に
よっ
て
変
質
さ
せ
よ
う

と
す
る、
その
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
法政

に
た
い
し
て
は、
こ
れ
を
倣
氏
的に出川

h
l
il
i－－ －j〔te、、

抗し
仰る
列
品川肌・
閉山
泡
町
辰
野カ
L

か
な
る
政
治
的
決
指
に
も
ま
し
て
必
要

に
なっ
て
い
る」
と
述べ
て
烈し
い
小

問
批
判を
民
間
す
る。
附山
七
点以「
現
代

世
界と
毛
沢
東
型
論」
で
は、
中
国
側

見
解の
核
心
を
な
す
毛
れ
WA
m
mが
現

代
性
災
変
不の
た
め
の
将
温
的
な
取
愉

的
表
現と
な
り
仰
ない
こ
と
を、
①
帥帆

めaと
平
和の
問
凶、
＠
「
中
川
地
北」

税、
。
毛
以
東
的
革
命
総
ぬにつ
い
て

愉
ずる。

以
上、
内
結
を
裂
約し
た
が、
本
刊

に一
れし
て
流
れ
て
い
るの
は、
毛
沢

一以
思犯
ない
し
小川
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

対
す
る
全
間
的
批
判の
態
度で
あ
る。

加刊認
を除
く血行設に
つ
い
て、
…ポ点引

が
性
むに
日山
川
す
る
愉
却は
その
抜
本

に
お
い
て
説
得
力に
欠
け
る
もの
が
多

い。
と
くに
第一
部
と
第
三
郎に
お
け

る
中
間
批
判の
視
点に
は、
客
相似
的に

中
国の政治
思
想
を迎
解
し
ょ・
コと
す

る
学
問
的
態
度が
脱
浴し
て
お
り、
そ

藤：

と
…活
者は
述べ
て
い
る。
つ
ぎに
卯一

指「『
毛
沢
東
思
想』
と
マ
ル
ク
ス
主
義」

で
は、
著
者
は
「
政
治
的
成
功
点引
の
全

能と
加黙
秘と
い
う
抑
制」
を
徹
氏
的に

打
破
する
た
め、
毛
れん山川
思
想の
形
成

泡
位
を
腿
史
的に
跡づ
け、
毛
川山山県が

一
九
二
O
年
を
松
似と
し
て
わ
ずか一

年の
う
ちにマ
ル
ク
久
主
殺
新と
し
て

政
治
活
動
を
開
始し
た
こ
と、
モ
れ
班

、・1J24日〉P ．A川つ1ぃ、主
主内山川

U円ノFμLrMM
OYJ”υ引心jhνIs－－－Jltl
ゆす

似
性、
円
宅
以
点
円品
川市』に
お
け
るマ
ル

p
λ、
エ
ン
ゲ
ル
久、
レ
lニ
ゾ、
久

タ
l
リ
ソ
か
らの
引
川
川
依の
分
析
な

ど
か
ら、
モ
以
政川仙
川叫ハ川マ
ル
タ
九
主

流
と
は
山内
引
の
む
の
で
あ
っ
て、

わ
し

ろス
タ
l
リ
ソ
州
愉に
近い
と
HAる。

そ
し
て
屯
以
点
以
似の
絶
対
化と
屯
以

引
例
入
門制
作が
行な
わ
れ
て
い
る
と
批

判
す
る。
m二
刀
「
小
川
的
イ
デ
オ日

MT
l
の
形
成
一必
川」
で
は、
小
川
的イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
成
．羽
川
と
し
て、
一
一

一
夜刷
的
思
考に
支え
ら
れ
た
れ
険
主

袋、
大
衆
路
線の
仙
祁
的
支
仲代・に
なっ

て
い
ゐ
泊
総十十一
花、
共
山
主
殺
と
川・日付

L
〈
、

川一

北
E
〈
十九・
L
hh

J
t
つ
ト
戸

－Jat－23，H aT品州d二二

の
た
め引川氏料
が十
分
に生
か
さ
れ

て
い
ない。
次に
疑
問
点
を
が
げ
る。

…治
省
は、
戦
争と
平
和の
問。凶
に
問
す

る
中
凶の
立
場
を、
帥帆
φ不
可
、地
論
で

あ
る
と
し
て
m
mに
訓り
切っ
て
い
る

（二
五
凶
l二
五
七ペ
ー
ジ）
が、
そ
う

で
あ
ろ
う
か。
小ソ
の
以
併
な
先
人
飢

な
く
検
討す
れ
ば
切
ら
か
と
な
る
よ
う

に、
中
国
が
キ一
保し
て
い
る
の
は、
続

i
i
：p’li・

刷
主
義
が
存
花
す
る
限り
削
午¢
仏
械

は
な
く
な
ら
ない
が、
し
か
し
欣
φは

けっ
し
て
不
可
避
で
は
な
く、
戦
争
を

川仰
ぐこ
と
は
可
能で
あ
る、
と
い
うこ

と
で
あ
り、
こ
の内…
で
は
ソ
辿
側の
主

仮と
法
本
的に
は一
致
す
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る。
ま
た
税
務
は、
中
国

の
大
衆
を
ど
の
よ
う
な
もの
と
し
て
犯

制し
て
い
る
の
で
あ
ろ
うか。
務
官
は

一
方で
は、
中
凶の
大
衆のmu
恕
状
況

を
批
判し
て、
「
以に
向
覚
的・
能
動

的
な
納
入と
し
て
その
全
体
を
制
成」

し
て
お
ら
ず、
阿一一的
な
忠誠し
か
持

た
ず、
かつ
「
自
らの
思
考
を
怒
欲
し

よ
うと
し
ない
大
衆」
（
七
凶ベ
l
ジ）

と
し
て
扱・え
な
が
ら、
他
方
で
は、

「百花斉放・百家命的」則の党批判

の
掛開
発
に
際
し
て
「
中
間
共
産
党
は、

中
阿
部
命の
担い
手と
し
て
の
自
己に

対
す
る
広
範な
侭
綴と
大
然
的
支
持と

井、

日

本 官＝＞ ＇

思 弁 i
'11 
研

IT::::-: 

げ
ら
れ
てい
る。

m
二
郎
「
伝
検
川
小
闘
の
政
治
と
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
」

は、

中
ソ
紛
争
の
な
か

に
金
川
的に
投
彬
さ
れ
て
い
る
現
代
小

国
の
総
路
線
の
形
成
過
程
な、
一

九
五

六
年
か
ら
五
九
年
ま
で
の
い
わ
ば
「
服

役
川」
の
た
か
で
段
附
を
泊っ
て
耐火
侃

的に
分
析し
よ
うと
試み
た
もの
で
あ

る
。

ま
ず
第一一一説
「
『ス
タ
ー
リ
ン

批

判』と
小
川」
で
は、
許
税は、
ソ
辿
共

陀
刊誌一．
0
川
大
会に
お
け
る
「ス
タ

ー
リン
批判」
の・ひ十代
を町一
く市側
し

つ
つ、
フ
ル
シ
チu
フ
的
「
ス
ター
リ

ン
批
判」
に
内
山
す
る
限
引
合
併
摘し

た
ト
リ
アy
チの
川間収起と刻版
を

な
す
もの
と
し
て、
「ス
タ
ー
リ
ン
批

判」
へ
の
小
川
的
対
応が
軒
机し、
か

か
る
小
川
的
刻
応の
成
政
裂
凶
と
し

て、

毛
以
市川
町
・似
総
立
の
過
む
が、
一

目し
て、
党
小
火と
その
背後に
あっ

た久
タ
l
リソ
折
内ドの
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
路
線へ
の
択
抗の
湖
引で
あっ
た、

－E
C1
阪
と
内
示
A．わ
佐’」
叫川ρ
し

・I
lllit
！Ii
it

て、
「
ス
タ
ー
リン
批判」
が仰起し
た

お純白をその本れにおレて交許す

い
う、
こ
の
治
犯
的
な
力を
失っ
て
い

た
と
は
思わ
れ
ず、
し
た
がっ
て、
こ

の
点に
依
拠
し
な
が
ら
自
己の
内
部に

批
判を
包
以
す
る
己
と
に
よっ
て
問
山

を
仰
決
す
るこ
と
も可
能で
あっ
た
と

思
わ
れ
る
」
（

二一一
九
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ

て
お
り、
後者に
お
い
て
は
大
衆
を
係

自覚
的・
受動
的・
川U常的WJ比
的
な剛

一
的
な
集
団と
し
て
犯
協
し
て
い
る
の

で
は
ない
こ
と
は、
文
脈
上
明
白
で
あ

ろ
う。
し
た
がっ
て、
前
科と
後
利に

お
い
て、
税
務の
中
岡
大
山県に
対
す
る

理
解の
仕
方は
首
尼一
抗し
て
い
ない

よ
うに
思わ
れ
る。
さ
らに
若
者
は、

毛
以
双山U
恕と
くに
その一品
市
思
想の

形
成に聞し
て、
幼少期に
毛
以前川
の

説
ん
だ
小
川
町
代
の
伝
術
小
説
が
侃
裂

な
意味
を
訂
す
る
と
終
り
返
し
て
強
制

し
て
い
る
が、
ス
ノ
ウ
の
『
中
間の
赤

い
口告
の
な
か
で
毛
沢
京が
結っ
て
い

る
の
は、
「
以内川
小
説、
と
くに
牒
紋

の
故
事」
を
愛
読し
た
と
い
うこ
と
で

あ
り、
持
者が
考
え
る
よ
うに
軍
事
思

犯の
形
成に
ま
で
MW
明記＆
与え
て
は
お

ら
ず、
「
WM
似の
飲
市」
と
い
う
力
向に

お
い
て
影
山引
を
与
え
たに
す
ぎな
かっ

た
の
で
は
な
か
ろ
うか。

（
86
判、
二
八
八ペ
ー
ジ、
五
八
O

円、
約
木
山口
店）
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ド

ゴ

ル

の

言

葉
K
41
7
r
L
品川
3

H刊川
品
位
白川

－

kmh

wよ
uf仲

泊υ
引倒
的別
44
f
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二
O
世
紀
後
半の
世
界
史
を
動
か
す
術
力
む
指
持
者
ド
ゴ
｜
ル
ー
そ
の
内
外
政
策
に
対
す
る

彼
の
抑制ψ
の
発
展
は
い
か
な
る
むの
で
あ
ろ
う
か。
れ収
泣の
東
南
ア
ジ
ア
平
和
維
持
に
関
す

る
小
説
化、
そ
れ
に
附
す
る
中
共
ぷ
誌
等、
今
後
世
界
平
利
に
対
す
る
箆
袈
な
純一司
と
な
ろ

う。・
本
件
は
第
二
次
大
戦
か
ら
税
校
に
一点
る
彼
の
殺
作、
納
税、
記
者
会
日比
等
か
ら
羽
目
別

に
分
知
し、
そ
の
全
貌
を
一円
榔
成
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る。

7

d

l／
～J

う
又
－
一
寸

つノ
、
／

i ，

ヲ／
に〉
女
小
UHU

｜｜
長
川
掠
必
の
峨
略

多
川
化の
川
m
H川
勢の
ド
で、
ぷソ
の
統
治
悦
争、
山－
州
伐
材
の
進
M山、
κ
巳
c
m
山川の
光

M．
尚
北
問
問
の
山
川引
に
山町・7
後
池
川
以
山
川
凶
さ
ら
に
は
ド
ル
危
機
に
飴
まっ
た
同
際
流

動
性の
不
足
を
め
ぐ
る

は市
の
肋
さ‘
こ・す
し
た
刊
伴
続
的
の
動
き
の
山γ
で．
史
上
は
じ
め

て
の
反
則
繁
栄
を
も
た
ら
し、
川
際
収
支
の
改
汚
に
成
功
し、
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ．
を
取
り

一保
した
アメリカ抗
出．

そ
のじ辺リの総訟を上小川は鋭〈分析した
む
の
であ
る。

Y.. 220 
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こEIA
hu
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ノ
μャt
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文
士
シヘ→1
b刊

誌3
h
ノ
iムX
F
j

が
主
張F
紛
メ下

。
土
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